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を使って，人口径J皮，降下煤態i量，紛隆総量，S 0 x iAl
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S Ox濃度を 6段階， N Ox 温度を 6段附， H C 濃度
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用 途 1也 域 サンプル数
全 t也 域 1201 
住居専用地域 558 
住 居 I也 域 421 
商 業 地 域 68 
工業 地 域 117 
調IJ 定 調 査 122 
の1項目づっ加えて凶子分析した。その結果を図ー15に示す。
各用途地域別に検討した。住専地域の第一因子軸は住


























































全 住居専住 E 商業地域 工業地滅 用地域地 地蛾
112 311 213111213 4111213 415161 21314 
交通事故の危険性 。 。 。 ロ 。
住宅の地震の危険性 。 。 。 。
通 風 性 。。 。 01 10 
ハエ .カ.ネズミ. 10 。 D 。
ゴキブリについて
し尿処理について o 。 。 。
周囲町清潔きについて 。 ロ 。 。
周囲の景観について o 。 。 。 。
周囲の風紀について 0 。 口 。 。
お宅て切騒音による睡眠妨害 。 。 。
お宅て切騒音による会話妨害 わ 。 口
人 口 '$ 度。 。 。 。
降下ばいじん量。 。 。 。
紛 塵 ?畠 度。 。 D 。
s Ox i量 度 。 D 。 ロ
オキシダン ト0 。 ロ
N Ox 温 度。 。 。 。
炭化水素iI度。 。 。
C 。 百量 度。 。 自 。
屋外騒音中央 1I 。 -，_ .~ ， _.- ーー ーー ーーーー
同上 90 %上限 01 1-ーーーーー ーーーー ーーーー
向上 90 %下限 。 一一一 ー一 ー ーーー ーー ーー
室内騒音中央値 01 1-白骨『 ー ー ー戸ーー 由 一 -喧
向上 90 %上限 01 1-→+ → 骨 ー ーー・ー』 -申ー ー
同上 90 %下 限 01 1-ーー ーーー ーー-.- ーー一一
屋外での騒音について 。 。 。 。 。
室内での騒音について 。 。 む 。 。
室内での振動について 。 。。 。 。
屋外での空気の汚れ 。 。。 。 。
屋外での悪臭について 。 。。 。 。
室「 内での「ホコ IJJ 。 。。 。 。
悪臭 j について
総 メ口入 評 価 。 。。 。
安 全 性 。 。。 。 。
保 健 性 。 。。 。
便 事l 性。 。 。 。 。
快 適 性 。。 。 。 。



















































度.商業地域の降下煤陸最.総粉陸最. H Ci，農度. C 0 
濃度などであった。室内騒音の評価に対すて説明カをも
っ物理量は，住専地域の人口密度，商業地域の降下煤鹿


















































(注} 下記の記号は偏相関係数を表す. @...0.6以上 @…"'0.5以 O…・・0.4台 A・H ・"0.3台 口・ E・0.2台 ・.....O.lti X.…0.1未満 一・ …負数(記号の下の線)
評 i画 項 日 生 t芭 環 境 2干 価
""主.伝広
屋外での騒 室内で町騒 室内での鋸 upAでの 屋外での悪 守ffコ晃可町




住高 工 調2住 住商 工 圃t証 工圃皇位 工 圃 主住 割t住 圃s怯 工 調s住 調 全 住 工2全住 工 調 工 調2専 2専 住商 住薗 住商 工定 住薗 工電 住轟 住直 工定2専 佐高 2曹住商 住.定 定 雄専 定 It専 定 量専 定 埴 専 雄専 埴専 定 雄 専 定 埴卑 定
1 交 通事 故め危 険 性 61l与610 企企 ロ・口0ロロ .1. ロoロロ 企 DロoO企 :JIO 口0610 .1. -ロ口61X 6ロロロ x 口 x • 
2 住"t;の地震による危険性 x・ ロ .1. 01610 • ロ・.1. ロロ .Ix .10 • ロ 61 1. ロロ • .16ロ 6 
3 1 i且風性について x ロ・-ロ 企 . ロ・ロ 61. .1. .1. • 企 企 6企 O 61X x・ 口 x・ 0161x 口口 .1.1. 口・-ロ ロロ -・ x一ー
4 ハエ カ. ;f.ズミ ゴキブリ • ロ ロ • xl. .161x xl. ロ ・ -ロ
5 し尿 処 理について • 
x ロロ ロ・口 口x・ ロ 6 x xl. Olx A 口 ロa 企
6 周 凶 の 消 i需 につ い て • • x・・ × • ロ× • Olx - ロ 6 
7 周 閉 め景 観 につ い て x ロ ロ .1.1. • 口口 ロ・616 企 . ロ・6 ×・ 。 ロロ ロ 6161X ロ
8 周岡の 風 紀につ い て -ロ・ .1.1. .Ix .1. • I与 .1.1. -ロ ロ .1. • ロ ・
。 -ロ• ロ xl6 ロ・.1. • 
9 おちての騒脅による 睡眠妨害 ロロ ロ ロ・-・ ロ .1. ロ ロ .1. • ロロ • - ロ x・
10 お宅での騒音に よる会話妨答 ロロ ロoロ・口・.16 610 .1. .16 6・x・ロ xlO x・ x • 
11 人 口 宮- 度 • x・ .1 Ix 
x 
• ロ • • 6 口・ロー
12 降 下 紙 塵 量 6 ロ D 。 ロ xl 1. 企 A x .1 16 
13 総 粉 1生 最 Z与 ロ 企 • • 
14 SOx ，. ~ .16 ロ ロ • Z込
15 オキンダント園陸度 ゐ口 • 
民NOx ，.度 X IX 
。 x・x x 
炭化水議 (CH) I量 度 。 口 • ロ ロ x • 。
18 CO 世量 自E 1込 口 .1. -ロ・ • 
19 以外騒符(中央他) 毎日 -ー ロー ーロ 口ー -・ー
20 中内騒f.' (中 央 f爪 ) ー. ロー
21 hl外での騎(fについて • 6 x • ロ
22 中 内 での騒苛について ー-IX ロ 口 ロ
23 三内での 担自動 につ い て 。.• 01 16 xlxl. .Ix ロ .Ix • ロ
24 屋外での常生tの汚れについて x • • .1 16 x 口 6 ロ
25 lJi外 での!i臭について -'IX . 企 x x • x 
26 お内での「ホコリJr恵奥」について x・.1 16 x • xl.l. • 
27 総 イ予 評 {面 ロロ企@。。。。。。。。。。。010 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。010 。。。。。。。。。
." . . . .  . . .. . . . ..  .
11"(相関係数(n由 I宜修正済) 616 611 617 616 515 511 616 516 617 616 516 617 516 14 611 616 516 ‘? 611 616 617 111 611 111 616 514 116 314 313 415 616 615 717 “ 413 515 716 610 312 011 618 113 。411 312 618 711 610 912 316 012 418 112 9・110 319 512 011 711 011 317 118 018 815 417 311 618 215 117 818 116 813 








~ 評価項目 評価 rn g 生活環境評価以外 烹内お宅て'おこむで 屋外での屋外での慈似「必も央てJ九 総合評価安全性保能性での でのの騒合同騒官 空気の汚れ臭について 央Jし級官騒音によるによる ついてにつにつ睡眠防会iir'i企I~且住商工全ザ告住商工全告ザ住商工 全5住商工全詩住衛工全5住商工いて いて:j;-: 防万'LJ
人口密度 -・ロ-ロ・ X'X.. XIX・ .，.，. × • 
降下ばいしん量 • A A • • 
粉塵 j農 l支 • -・ロ × A × x 
SOx i農 l目Eロロ・ ロ・ロロ • Xld • ロ・ • • .'d .，ロロ • 
オキシダント .'X 
NOx 1康度 x 0ロ • • • 
炭化水素 I1度 A • 
CO 11 l!t A -ロ -ι・ ×・ ×口 。
屋外騒音中央1也 d，--Id ι- 一ー+
向上90%上限他 0'- dl-一口 凸 ーー





。。。。010 010 。。。。。01010 。。。。01010 。。。
(自由度修正済) 515 513 414 314 313 413 313 215 312 311 212 2121 I 313 213 112 31212 2121 J l 



































































































































































1 ) 中級芳一 :尉住環境評価の予測に関する研究，本紀
要 VoL22 
2) 山本ふみ子，中板芳一 :居住環境評価の予測に関す
る研究.本紀要 VoL 23 











When we estimate the residential environment， how does the element such as air pollution， noise 
and oscilation come to inf1uence on it ? 
This time， we investigated on this point， and also discussed if it's possible for us to predict the 
estimate of environment， reffering to the result of inquiry into the relation between the estimate of 
sense and the quantlty of noise and also air pollution. 
The investigations were practiced on 2，600 houses in Osaka prefecture by the system of detention 
about the qusetionnaire. We indicated it's result about each area of use district， namely restricted 
residential area， residential area， commercial area， industrial area， analyzing by the way of simple 
sum， the way of cross sum， the factor analysis (varimax method， orthogonal case) and rester multiple 
regression analysis. 
On the view of the result of cross sum about noise and the estimate of noise and also about speech 
interference， itwas made clear of the relation between the level of noise and the estimate of outdoor 
noise as well as the indoor noise. Especially， it's recognized the medium of noise and the 5%ー tile 
are in close connection with the estimate of environment. Ultimately， we could find the relati∞between 
noi se and synthesis and comfort of the est imate of living environment. And we reached to the fact 
that noise has a big influence on the estimate of comfort. 
Seeing into the connection of concentration of air pollution with the estimate of air contamination 
and synthetic estimate of the living environment， SOx concentration， NOx concentration， HC concentration， 
co concentration and the quantity of fallen dust are all connected with every estimate of sense 
except OXIDANT has no connection with it. 
According to the result of factor analysis， the estimate of environment around the residential 
area and all quant i tyare on the same axi s. 
According to the multiple regression analysis， we perceived those of population density， SOx 
concentration， CO concentration and noise get to affect the estimate of environment， 
Eventually， in this context， we cocluded that the quantity of noise and air pollution are correspond 
to the estimate of sense. Moreover， noise and air pollution are closely concerned with the estimate 
of envi ronment of the area. 
(36) 
